
地理分野～「日本の諸地域」の先行実施・３Ｄアナグリフの紹介～開成中学校 野島恭一 

 

１．はじめに      

  昨年この場所で、今時改訂で消滅する「地域調査」の総括を報告したが、それを受けて今年は現 1 年

生(平成 23 年度入学）の地理の移行措置先行実施の取り組みを報告する。 

 今時改訂で最大の変化は地理分野の「20 年前への回帰」現象である。前回の改訂は、1990 年で世界地

理を三つの国に、2000 年で日本地理を三つの県に、という 2 段階で行われ、しかも教えこむ内容を減ら

すという改訂だったから、とまどいは大きかったが時数の不足や「この用語・事象を教えていない」と

いう混乱は少なくてすんだ。 

 今回はそうではない。一二年の週時数 3 のままで、教えこむ内容は 20 年前の週 4 の時と同じ、歴史だ

けは三年の冒頭 40 時間に先送りできると言うわけだから、地理の時数＆教え込み内容が一気に増える。 

しっかり理解して新学期を迎えないと、地理分野の内容・時数増に、現場は振り回されるはずである。 

現教科書では世界地誌・日本地誌とも記述がないから、多くの学校では先行実施を行えず、世界の三つ

の国と第 3 部日本の系統地理だけを行い、歴史を江戸時代まで進めておくというのが現状だろう。だと

すると、新学期を迎え、2 年生の新教科書地理を見て現場の先生はびっくりし、ひたすら世界地誌と日

本地誌を詰め込み、歴史は近代(市民革命～第 1 次大戦)の 30 時間のみ、両分野のバランスを欠いた 

混乱の 1 年間となるはずである。 

 本年度、開成中では 1 年生に、移行措置資料(東京書籍編集のもの）をプリントとして配り、日本の諸

地域 30 時間を以下の配列で先行実施した。新指導要領の配列にそろえるなら世界地理のほうがよかった

が、カラーの教科書資料がないまま行いたくないこと、現指導要領の身近な地域→都道府県→世界とい

う地域調査の精神を失いたくなかったこと、という 2 つの理由から日本地理を先行実施した。以下その

年間計画と、その授業で多用した３Ｄアナグリフの実践を紹介する。 

 

２．移行措置に対応した年間計画 

(1)現 1年生(平成 23年度入学)の 3年間の指導計画  

翌年の 1 年生(平成 24 年度入学)と世界地理が重複し、掛け図など教材の使い回しが大変になる 



(2)日本の諸地域を取り入れた 1年生地理の授業計画 (↑年間計画より抜粋) 

旧課程（現指導要領）の第 2 部三つの国と第 3 部日本の系統地理のみの実施は、県の地域調査や日本地

誌を学んだ後でなければ、生徒の発達段階を無視した無味乾燥な詰め込みとなってしまう。日本地誌な

らば教科書がなくても資料は得やすいし、教師自身 2000 年までは教えていたはずで、ノウハウを持って

いる人は多いと思う。少なくとも 2012 年の混乱は少なくすることができる。 

３．国土地理院デジタル地図による 3D立体アナグリフを教室で見せる授業 

以前から衛星画像やグーグルアース、東書グリーンマップによる 3D 解析画像を使った授業はしていた。

ただ、赤青めがねを使ってみる立体地図の迫力には勝てない。赤青立体地図（以下アナグリフと呼称） 

を教室で拡大して見せられないか、と考え今年は実

践してみた。 

(1)立体めがねを作る 

①めがねセロファン 

赤青セロファンは文具店ですぐ手に入る。カッター

で３×4 センチにカットしクラスに配布する。200

人分でもＢ４セロファン５枚程度でできる。３セン

チの帯に切っておき、後は班で切らせれば楽である。 

②めがねフレーム 

画用紙に印刷し、生徒がはさみでカットし作成する。

市販のものを購入しなくても、1 時間でできる。全

員作らなくても、１クラスで作って持ち回りで利用



すれば画用紙を節約できる。4 つ切り画用紙を４分割して、B5 サイズで印刷すれば、10 枚で一クラス

40 人分ができる。設計図(実物大）は以下の通り。実践部分をはさみで切り抜き、間にセロファンを挟

んでのりで留める。 

(2)立体地図を拡大する 

国土地理院 3D データからダウンロードすることもできるが、自分は左掲の週刊朝日百科 1984 年世界の

地理 60 号を手元に持っているのでこれを拡大コピー・スキャンしたものを使うことが多い。現在では様

々なデータがインターネット上に流れている。 

(1)学校のカラーコピーで拡大印刷し貼り合わせる。 

下は九州地方の拡大立体図。阿蘇のカルデラはシラス台地、姶良カルデラなどがくっきりと見て取るこ

とができる。大小 3 枚作り教室の前後に掲示し生徒に見させた。 
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日本列島の 3D が部分で紹介されている。 

（２）スキャン画像を教室の大画面テレビで見る 

 開成中は各教室教師用ロッカー上に大画面テレビが配置され、各種プラグも標準装備されているためテ

レビが使いやすい。拡大コピーよりスキャンデータの方がいいのではないかと思って実行してみた。液



晶画面で見た画像は、予想以上に鮮明で、しかも縮小拡

大が自由自在である。拡大すれば、教室の一番後ろの生

徒にも、断層の線をはっきり見せることができる。拡大

コピーよりもずっと使い勝手がよい。 

パソコン 1 台で準備も楽だし、グリーンマップの 3D や

グーグルアースと併用すると効果が大きい  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)スキャン画像の様々な活用 

 中国四国地方では、中国山地と四国山地の比較、中央構造線、瀬戸内海と讃岐平野の海岸地形などを

はっきりと見せることができ、生徒から驚きの声が上がった。スキャン画像はデータとしていくらでも

加工できる。彩度や明度を濃くすることも可能だし、何より拡大 16 倍印刷で大きな地図を自由自在にプ

リントできる。上はそれを貼り合わせて校舎踊り場に掲示したもの。立体めがねをおいてあるので生徒

は休み時間に自由に見ることができる。学ぶ環境作りに役立っていると思う。 

４．今後の課題と方向性 

 新旧指導要領の地理事象の変化を比較すると、日本地理は１０年前の内容と比べて「高度成長による

国土の不均等発展」という座標軸に大きな変化はない。しかし世界地理は２０年前と比べ大きな違いが

ある。私たちの準備はできているだろうか。地球温暖化の危機的な進展・中国インドの発展と絶対的貧

困の拡大・ＥＵ統合の進展と危機・イスラムシーア派運動の台頭など、世界を取り巻く基本構造の正確

な把握とタイムリーな「動態的把握」の両方が必要とされる。この状況に対して、私たちが２０年前と

違うのは、インターネットを学校で使えると言うことである。新しいメディアを駆使した実践をしたい。 

 もう一つ、公民の後半、経済分野の授業が手薄にならないようにしなければいけない。従来のペース

だと３学期は受験プリント中心で、経済は事項の羅列暗記だけに陥る可能性が大きい。現在の社会状況

で、家計・消費者・労働者の立場をどう教えるか、を中心に、経済の授業の充実は私たちの義務である。 
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